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DGHMのガイドラインに沿った定量浮遊実験1

DGHMのガイドラインに沿った定量浮遊実験
Dr.Rer Nat Holger Brill 2005/07/19 
Summary of the tests carried out in accordance with the DGHM-standard methods
ID212の静菌性と静真菌性をDGHMのガイドラインに沿って定量的浮遊実験を行いました。
マイコバクテリウム・テラエまたはアスペルギルスの汚染条件下でない場合は、濃度2.0％に対し5分または濃度1.0％で15分の
作用時間が推奨されます。アスペルギルスの汚染下では濃度4.0％の時、60分の作用時間が推奨されています。
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DGHMのガイドラインに沿ったID212の効力の検証
PD Dr.med.F.-A.Pitten 2008/09/04 
Chemical disinfection of instruments used in the medical area
ID212の化学消毒剤の有効性をDGHMのガイドラインに従い検証し、各ウイルスに対する効果の詳細が表に示されています。
試験の結果高い有機負荷では濃度2％に5分の作用時間が消毒に効果的と証明されています。



DGHMのガイドラインに沿ったID212の効力の検証3



DGHMのガイドラインに沿ったID212の効力の検証 4



EN13727:2003に準したID212の殺菌力の検証5

EN13727:2003に準したID212の殺菌力の検証
Dr.Rer Nat Holger Brill 2004/10/12 
Determination of bactericidal effect of ID212 according to EN13727:2003
EN13727:2003に従いID212の殺菌性を検証しました。ID212を高有機負荷条件下（3g/l羊赤血球+３g/ウシアルブミン）で
標準高度の水で希釈したとき、黄色ブドウ球菌または緑膿菌に対し有効であり、濃度2.0％の時5分または濃度1.0％の時60分
の作用時間が有効であると証明されています。
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カンジタ・アルビカンス汚染条件下でのID212の殺菌性の検証
Dr.Rer Nat Holger Brill 2004/10/12 
Determination of fungicidal effect of ID212 instrumentendesinfektion according to EN13624:2003
EN13624:2003に従いID212の殺菌性を検証しました。ID212を高有機負荷条件下（3g/l羊赤血球+３g/ウシアルブミン）で
標準高度の水で希釈したとき、カンジダ・アルビカンス有効であり、濃度2.0％の時5分または濃度1.0％の時15分の作用時間が
有効であると証明されています。
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EN14561:2005に準したID212の殺菌力の検証
Dr.Rer Nat Holger Brill 2006/03/12 
Testing of the bactericidal effect of ID212 according to EN14561:2005
IEN14561:2005に従いID212の殺菌性を検証しました。ID212を高有機負荷条件下（3g/l羊赤血球+３g/ウシアルブミン）で
標準高度の水で希釈したとき、黄色ブドウ球菌、エンテロコッカス・ヒラエまたは緑膿菌に対し有効であり、濃度1.0％の時5分、
濃度0.5％15分または60分の作用時間が有効であると証明されています。
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EN14561:2005に準したID212の殺真菌性の検証
Dr.Rer Nat Holger Brill 2006/03/12 
Testing of the fungicidal effect of ID212 according to EN14562:2005
IEN14562:2005に従いID212の殺菌性を検証しました。ID212を高有機負荷条件下（3g/l羊赤血球+３g/ウシアルブミン）で
標準高度の水で希釈したとき、カンジダ・アルビカンスまたはアスペルギルスに対し効力があることが証明されています。カンジ
ダ・アルビカンスに対しては、濃度1.0％の時5分、濃度0.5％15分または60分の作用時間が有効です。アスペルギルスの汚染条
件下では濃度4.0％に対し5分、3.0％15分または60分の作用時間が十分効果的であると証明されています。
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ID212の器具除菌の適正の検証
Dr.med.Burkhard Wille 1992/06/10 
The suitability as chemical instrument disinfectant of the preparation 
DGHMのガイドラインに従いID212の結核菌の汚染条件下での器具除菌の適正を検証した結果、濃度2.0％に対し60分の作
用時間が推奨さてています。
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ID212の除菌力の検証
Helsinki University 1987/04/09 
The results of testing the disinfecting strength of the ID212 disinfectant  
非汚染条件下では濃度1.0％で細菌（黄色ブドウ球菌、大腸菌、緑膿菌）の除菌に十分でしたが、有機負荷可では緑膿菌を殺すの
に4.0％の溶液が必要であると証明されています。
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ID212の殺菌性の証明
Laboratoire Midac  1997/07/09 
Determination of the basic bactericidal activity of ID212  
ID212はヨーロッパ規格EN1040に準した基本的な殺菌活性を有しています。
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ID212の殺菌性の証明
Laboratoire Midac  1997/09/17 
Determination of the basic fongicidal activity of ID212  
ID212はヨーロッパ規格EN1275に準した基本的な殺菌活性を有しています。
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高有機負荷下でのID212の希釈液使用期間の判定
Dr.rer.Nat.K-M.Wolf and Dr.rer.Nat.D.Heermann 2006/11/27 
Examination to determine the standing time of ID212 with high organic load(blood)
ID212の希釈液の使用期間はDGHMのガイドラインに沿って検証されました。2％の希釈液の場合、血液の汚染が2％を超えな
い限り、最長7日まで使用可能です。ただし、0.5％の血液の希釈液への混入は汚染と考えられます。そのため、出来るだけ早い
時期に希釈液を交換することが推奨されます。
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超音波洗浄機使用時にID212の効力に関する検証
Dr.rer.Nat.K-M.Wolf and Dr.rer.nat.D.Heermann 2009/03/09 
Investigation into the activity of ID212 when using the ultrasonic cleaner 
超音波洗浄機の使用により、ID212の作用時間を短縮することが証明されています。2％の希釈液は試験した黄色ブドウ球菌、
エンテロッカス・ヒラエ、緑膿菌、そしてカンジダ・アルビカンスに対し2分以内で効力があることが判明されています。
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超音波洗浄機使用時にID212の効力に関する検証
Dr.rer.Nat.K-M.Wolf and Dr.rer.nat.D.Heermann 2006/12/01 
Investigation into the activity of ID212 when using the ultrasonic cleaner 
超音波洗浄機の使用により、ID212の作用時間を短縮することが証明されています。2％の希釈液は試験した黄色ブドウ球菌、
エンテロッカス・ヒラエ、緑膿菌、そしてカンジダ・アルビカンスに対し2分以内で効力があることが判明されています。
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超音波洗浄機を用いた器具消毒のためのID212の適合性
Dr.H Brill Dr Brill+Partner GmbH 2007/10/11 
Suitability of ID213 for instrument disinfection using ultrasound(Tuberculocidal effect according to DIN EN14563:2002)
ID213はprEN14563:2002に従い、マイコバクテリウム(結核菌）への効力を測る化学品による器具消毒の定量的キャリア試
験が行なわれました。
結果、該当製品は濃度２．０％に対し60分の作用時間で規範の要求（RF≥4）を満たしています。
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ID212のワクシナウイルスへの効力
Dr.Jochen Steinmann 2003/03/07 
vacciniavirus efficacy of ID212
BGAとDVVが定めるガイドラインに従い、ID212のワクシニアウイルスへの効力を定量的浮遊実験にて検証しました。結果、
濃度2.0％に対し、1分の作用時間が推奨されています。
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ID212のウシウイルス性下痢ウイルス（BVDV)への効力
Dr.Jochen Steinmann 2003/03/07 
BVDV efficacy of ID212 
BFAとDVVが定めるガイドラインに従いID212のウシウイルス性下痢ウイルスへの効力が検証されました。（BVDV）はC型肝
炎ウイルスの代理ウイルスとして選択され、濃度2.0％の時0.5分の作用時間が効果的であると証明されています。
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EN14476:2007-02に従い汚染条件下、20度での定量的浮遊実験における
ID212のMNVへの有効性
Dr.Jochen Steinmann 2008/09/30 
Efficacy of ID212 against MNV in a quantitative suspension test at 20 dgree following EN14476:2007-02 under dirty 
conditions 
EN14476:2007-02に従いID212のマウスノロウイルスへの効力を検証しました。結果、濃度4.0％に対し60分の作用時間
が有効であると証明されています。
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フランス規格NF T 72 181のバクテリオファージMS2のスクリーリングテス
ト
Mrs.M.Maingain and M.Ch.Lepage 1997/09/10 
Determination of virucidal activity of ID212
ID212を希釈して、殺菌効果もしくは消毒効果を検証しています。
試験結果の詳細は以下のテーブルに記載されています。
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ウィスターラットを用いたID212の急性経口毒性の検証
Dr.K.-M.Wolf Harlan Bioservice 2003/05/06 
Acute Toxic Class Method with ID212 in Rat 
3匹のオスとメスのラットを用いID212の急性経口毒性を14日間にわたり検証しました。2000ｍｇ/ｋｇをそれぞれ経口にて
与えた結果、1匹のオスは4日後に死亡し、残りの2匹のオスとメスのラットには死亡は観察されませんでした。また14日目の肉
眼的病理検査においても、いかなる所見も見受けられませんでした。結果ID212は毒性無しと判定されています。
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ウィスターラットを用いたID212の急性経口毒性の検証
IBR Forschungs GmbH 1987/05/22 
The result of testing the acute oral toxicity in rats in conformity with the OECD guidelines

ID212が一回の経口投与後にラットに毒性作用を引き起こすか検証するために試験を行いました。また中程度の致
死量は14日間にわたり観察されました。結果ID212は毒性が低いと判定されています。
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ID212の原料適合性の試験
Dr.rer.nat.K.-M.Wolf and Dr.rer.nat.D.Heermann 1993/10/27 
The Result of Testing the material compatibility of ID212
ID212の外科用器具または歯科用器具とアルミニウムトレイとの材料適合性を検証するために行われました。ID212の2
％の希釈液に器具を室温の部屋で浸漬し、4週間検証しました。毎朝、器具を希釈液から取り出し、水で濯がずに自然乾
燥させ、再び浸漬を繰り返しました。この検証後、器具を水ですすぎ乾燥させた後に、実態顕微鏡で検査しました。結果、
目に見える変化は器具に認められませんでした。すなわち、ID212は外科用器具または歯科用器具に対する優れた適合
性を保有することが証明されます。
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濃度2％のID212溶液を使用する場合の消毒液残留物の検証
Dr.rer.nat.K.-M.Wolf and Dipl.Ing.Peter Brauner 2006/01/13 
Test for Residues on Instruments when Using a 2% ID212 Solution 
この試験は、歯科用器具、例えばプローブ、ミラー、ピンセット、レバー、スパチュラなどを濃度2％のID212に浸漬除菌した際
の、残留物の判定をするために行われました。結果、700ｇの器具を3リットルの水でよくすすぎ、消毒剤残留物を器具から除去
するだけで十分効果的であることが証明されています。
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